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労
働
法
と
そ
の
周
辺
（
四
）

　
小
　
　
嶌
　
　
典
　
　
明

五
　
や
む
を
得
な
い
事
由

解
雇
と
退
職
で
は
大
き
な
違
い

　
民
法
（
明
治
二
九
年
四
月
二
七
日
法
律
第
八
九
号
、
明
治
三
一
年
七
月
一
六
日
施
行
）
六
二
八
条
は
、
現
在
「
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
る
雇
用
の
解
除
」
と
の
見
出
し
の
も
と
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。「
当
事
者
が
雇
用
の
期
間
を
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
直
ち
に
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事

由
が
当
事
者
の
一
方
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
」。

　
他
方
、
労
働
契
約
法
（
平
成
一
九
年
一
二
月
五
日
法
律
第
一
二
八
号
、
平
成
二
〇
年
三
月
一
日
施
行
）
は
、「
期
間
の
定
め
の
あ
る
労

働
契
約
」
と
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
第
四
章
に
「
使
用
者
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場

合
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
る
一
七
条
一

項
を
置
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
に
基
づ
く
契
約
の
解
除
（
雇
用
契
約
ま
た
は
労
働
契
約
の
解
約
）
に
関
す
る
規
定
と
い
う
点

で
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
は
共
通
項
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
双
方
の
間
に
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
相
違
点
が
あ
る
こ
と
に
も
注
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意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
下
の
三
点
が
そ
れ
で
あ
る
。

①
　
民
法
六
二
八
条
は
、
契
約
期
間
の
定
め
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
契
約
法
一
七
条
一
項

は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
み
を
規
制
対
象
と
し
て
い
る
。

②
　
民
法
六
二
八
条
は
、
労
働
者
に
よ
る
契
約
解
除
（
退
職
＝
辞
職
）
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
契
約
法
一
七
条

一
項
は
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
解
雇
の
み
を
規
制
対
象
と
し
て
い
る
。

③
　
民
法
六
二
八
条
は
、
雇
用
契
約
の
即
時
解
約
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
契
約
法
一
七
条
一
項
は
、
規
制
対
象
と

な
る
解
雇
を
即
時
解
雇
に
限
定
し
て
い
な
い
。

　
労
働
契
約
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合
、
契
約
期
間
の
途
中
に
お
け
る
解
約
は
、
原
則
と
し
て
契
約
違
反
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
解
約
は
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
な
い
か
ぎ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
説
明
は
、
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に

は
有
効
と
い
え
る  
 

も
の
の
、
コ
ト
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
一
口
に
期
間
途
中
の
解
約
と
い
っ
て
も
、
解
雇
と
退
職
で
は
実
務
上
そ
の

取
扱
い
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
契
約
期
間
中
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
期
間
満
了
に
よ
る
労
働
契
約
の
終
了
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
「
や
む
を

得
な
い
事
由
」
が
一
般
に
必
要
と
さ
れ
る
が
、
契
約
期
間
中
の
退
職
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
高
度
の
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が

必
要
と
の
議
論
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
期
間
途
中
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
よ
ほ
ど
の
場
合
で
な
け
れ
ば
、
少
な
く
と
も

残
存
期
間
に
お
け
る
賃
金
相
当
額
の
請
求
が
労
働
者
に
は
認
め
ら
れ
る  
 

の
に
対
し
、
期
間
途
中
の
退
職
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
に
よ
る

損
害
賠
償
請
求
な
ど
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
現
実
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
契
約
期
間
中
の
解
雇
ま
た
は
退
職
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
に
ど
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る

の
か
、
と
い
う
よ
う
な
現
場
に
よ
る
対
応
が
実
際
に
は
難
し
い
問
題
も
あ
る
。

（
１
）

（
２
）
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法
律
に
い
う
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
と
は
、
い
か
な
る
事
由
を
指
す
の
か
。
民
法
の
現
代
語
化
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
法
律

第
一
四
七
号
、
平
成
一
七
年
四
月
一
日
施
行
）
や
労
働
契
約
法
の
制
定
か
ら
は
、
そ
の
解
が
得
ら
れ
な
い
「
旧
く
て
新
し
い
問
題
」
が

こ
こ
に
は
あ
る
。
こ
う
い
っ
て
も
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。

民
法
六
二
八
条
の
立
法
趣
旨

　
現
行
民
法
の
前
文
に
は
、「
明
治
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
民
法
財
産
編
財
産
取
得
編
債
権
担
保
編
証
拠
編
ハ
此
法
律
発
布
ノ
日

ヨ
リ
廃
止
ス
」
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
旧
民
法
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
つ
い
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
旧
民
法
財
産
取
得
編

の
二
六
二
条
一
項
に
は
、「
雇
用
ハ
時
期
ヲ
定
メ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
モ
当
事
者
ノ
一
方
ノ
義
務
ノ
不
履
行
ニ
因
ル
解
除
ノ
為
メ
又
ハ
一
方

ヨ
リ
出
テ
タ
ル
正
当
ニ
シ
テ
且
已
ム
ヲ
得
サ
ル
原
因
ノ
為
メ
当
然
終
了
ス
」
と
の
定
め
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
文
中
の
旧
漢
字
は
、
新

漢
字
に
改
め
て
い
る
。
以
下
同
じ
）。

　
明
治
二
九
年
の
新
法
制
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
定
内
容
は
「
当
事
者
カ
雇
用
ノ
期
間
ヲ
定
メ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
モ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル

事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
各
当
事
者
ハ
直
チ
ニ
契
約
ノ
解
除
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
但
其
事
由
カ
当
事
者
ノ
一
方
ノ
過
失
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
ト
キ

ハ
相
手
方
ニ
対
シ
テ
損
害
賠
償
ノ
責
ニ
任
ス
」
と
姿
を
変
え
る
。
現
代
語
化
前
の
民
法
六
二
八
条
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
従
前
は
雇
用
契
約
の
終
了
事
由
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
「
や
む
を
得
な
い
」
事
由
が
、
契
約
の
解
除
事
由
に
改
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
解
除
事
由
が
「
や
む
を
得
な
い
」
事
由
に
一
本
化
さ
れ
る
な
か
で
、
当
該
解
除
事
由
が
一
方
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は

相
手
方
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
が
新
た
に
規
定
さ
れ
る
。
主
た
る
変
更
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
。

　
新
法
の
制
定
に
当
た
っ
て
、
現
行
民
法
六
二
八
条
に
相
当
す
る
規
定
（
原
案
で
は
六
三
五
条
）
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た

の
は
明
治
二
八
年
七
月
二
日
開
催
の
第
九
九
回
法
典
調
査
会
で
あ
り
、
民
法
起
草
委
員
の
一
人
で
も
あ
っ
た
穂
積
陳
重
主
査
委
員
は
、
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そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
趣
旨
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
多
少
長
く
な
る
が
、
そ
の
説
明
内
容
を
全
体
を
通
し
て
み
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
（
な
お
、
議
事
速
記
録
の
原
文
に
は
句
点
等
の
区
切
り
が
な
い
た
め
、
以
下
で
は
一
文
ご
と
に
改
行
を
行
い
、
番
号
を

振
っ
た
。
ま
た
、
国
名
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
あ
る
漢
字
表
記
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
［
　
］
で
付
記
し
た
ほ
か
、
特
に
読
み
に
く
い
と

思
わ
れ
る
漢
字
に
つ
い
て
も
、
初
回
に
関
し
て
の
み
、
そ
の
読
み
方
を
（
　
）
で
ひ
ら
が
な
表
記
す
る
こ
と
と
し
た  
 

）。

穂
積
陳
重
君
　
①
　
本
条
ハ
取
得
編
二
百
六
十
二
条
ニ
当
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

②
　
既
成
法
典
ノ
箇
条
ニ
実
質
上
ハ
少
シ
モ
修
正
ヲ
加
ヘ
ヌ
積
リ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
唯
其
文
字
ノ
立
テ
方
等
ニ
付
テ
聊
カ
（
い
さ
さ

か
）
改
メ
タ
所
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

③
　
既
成
法
典
ノ
二
百
六
十
二
条
ハ
或
場
合
ニ
於
キ
マ
シ
テ
定
期
前
ニ
雇
用
契
約
ノ
終
了
ス
ル
コ
ト
ヲ
規
定
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ル

④
　
其
一
ツ
ノ
原
因
ハ
義
務
不
履
行
ニ
因
ル
解
除
ノ
為
メ
終
了
ス
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
此
義
務
ノ
不
履
行
ニ
因
テ
解
除
ス
ル
コ

ト
ノ
出
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
本
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
既
ニ
五
百
三
十
九
条
カ
ラ
五
百
四
十
一
条
迄
ニ
一
方
ガ
義
務
ヲ
履
行
致
サ
ナ
カ

ツ
タ
ト
キ
ハ
解
除
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
極
マ
ツ
テ
（
き
ま
っ
て
）
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
此
処
ニ
再
ビ
其
事
ヲ
規
定

ス
ル
要
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
シ
テ
本
条
ニ
ハ
之
ヲ
載
セ
マ
セ
ヌ

⑤
　
夫
レ
（
そ
れ
）
カ
ラ
既
成
法
典
ハ
「
又
ハ
一
方
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
正
当
ニ
シ
テ
且
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
原
因
ノ
為
メ
」
ト
ア
リ
マ
ス

ル
ガ
此
点
ニ
於
テ
ハ
聊
カ
既
成
法
典
ト
立
テ
方
ヲ
違
ヘ
マ
シ
テ
強
チ
（
あ
な
が
ち
）
其
解
除
ノ
原
因
ガ
当
事
者
ノ
一
方
カ
ラ
出
ル
ト

云
フ
コ
ト
ヲ
要
セ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ル
ノ
デ
ス

⑥
　
是
（
こ
れ
）
ハ
固
ヨ
リ
（
も
と
よ
り
）
当
事
者
ノ
一
方
カ
ラ
シ
テ
其
原
因
ガ
出
マ
シ
タ
場
合
ガ
這
入
ル
（
は
い
る
）
ノ
ハ
当
然
ノ

コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
当
事
者
ノ
一
方
ヨ
リ
出
デ
ザ
ル
原
因
ニ
依
リ
マ
シ
テ
モ
正
当
デ
且
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ト
キ
ニ
ハ
固
ヨ
リ
解

（
３
）
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除
ノ
出
来
ル
コ
ト
ハ
当
然
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス

⑦
　
唯
一
方
カ
ラ
出
マ
シ
タ
原
因
ノ
為
メ
ニ
解
除
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ヌ
其
一
方
ニ
過
失
ガ
ア
ル
其
他
責
ニ
任
ズ
ベ
キ
ト
キ
ニ
ハ
賠
償
問

題
ガ
出
テ
参
リ
マ
ス
ル
丈
ケ
（
だ
け
）
ガ
違
ウ
丈
ケ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
是
ハ
一
方
カ
ラ
出
マ
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
本
案
ニ
於
テ
ハ

省
キ
マ
シ
タ

⑧
　
然
ラ
バ
（
し
か
ら
ば
）
其
解
除
ノ
原
因
ハ
ド
ウ
云
フ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ト
申
シ
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
是
ハ
雇
用
契
約
ニ
特
別
ナ
規
定
デ

ア
リ
マ
シ
テ
各
国
ノ
法
典
ニ
モ
必
ズ
之
ニ
当
ル
箇
条
ガ
ア
リ
マ
ス
ル

⑨
　
併
シ
（
し
か
し
）
ナ
ガ
ラ
此
箇
条
ノ
書
キ
方
ガ
諸
国
ノ
法
律
ヲ
見
マ
ス
ル
ト
几
ソ
（
お
よ
そ
）
二
様
ニ
分
レ
テ
居
リ
マ
シ
テ
或
国

ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
既
成
法
典
ト
カ
又
ハ
本
条
ノ
如
ク
正
当
ノ
原
因
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
或
ハ
重
要
ナ
ル
理
由
ト
カ
色
々
ナ
名
ヲ
以
テ

広
ク
規
定
シ
テ
ア
リ
マ
ス

⑩
　
例
ヘ
バ
澳
太
利
［
オ
ー
ス
ト
リ
ア
］
ノ
如
キ
ハ
適
法
ノ
理
由
ガ
ナ
ケ
レ
バ
ト
カ
何
ン
ト
カ
或
ハ
西
班
牙
［
ス
ペ
イ
ン
］、
葡
萄
牙

［
ポ
ル
ト
ガ
ル
］
抔
（
な
ど
）
ハ
是
ハ
佛
蘭
西
［
フ
ラ
ン
ス
］
ノ
翻
訳
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
丁
度
正
当
ノ
事
由
ト
カ
正
当
ノ
原
因
ト
カ
云

フ
コ
ト
ニ
翻
訳
シ
テ
ア
リ
マ
ス

⑪
　
夫
レ
カ
ラ
普
魯
士
［
プ
ロ
イ
セ
ン
］
抔
ハ
重
要
ナ
ル
事
由
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
或
漠
然
タ
ル
辞
ヲ
以
テ
其
事
由
若
ク
ハ
原
因
ガ
ア
ツ
タ

ト
キ
ニ
ハ
解
除
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
斯
ウ
（
こ
う
）
云
フ
工
合
ニ
総
括
的
ニ
規
定
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
国
ガ
ア
リ
マ
ス

⑫
　
又
他
ノ
国
ニ
於
テ
ハ
其
事
由
ヲ
列
挙
致
シ
テ
斯
ノ
（
か
く
の
）
如
キ
重
大
ナ
ル
事
由
ガ
ア
ル
ト
キ
ニ
ハ
定
期
前
ト
雖
モ
解
除
ス
ル

コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
規
定
シ
テ
ア
リ
マ
ス

⑬
　
例
ヘ
バ
葡
萄
牙
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
「
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
」
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
或
ハ
我
国
ノ
商
法
モ
矢
張
リ
其
主
義
ヲ
採
ツ
テ
居

リ
マ
ス
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス

労働法とその周辺（四）
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⑭
　
夫
レ
カ
ラ
巴
威
爾
［
バ
イ
エ
ル
ン
］
ノ
草
案
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
云
フ
モ
ノ
ニ
ハ
皆
列
挙
法
ニ
依
テ
居
ル
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス

⑮
　
其
諸
国
ノ
法
典
ニ
列
挙
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
所
ノ
事
由
ハ
大
概
符
合
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル

⑯
　
此
労
務
者
ノ
方
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
疾
病
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
或
ハ
不
忠
実
ナ
ル
行
為
ト
カ
或
ハ
信
用
ニ
背
キ
マ
ス
ル
ト
カ
命
令
ニ

服
従
シ
ナ
イ
ト
カ
又
ハ
職
務
ノ
怠
慢
ト
カ
不
当
ノ
挙
動
ト
カ
不
品
行
デ
ア
ル
ト
カ
大
過
失
デ
ア
ル
ト
カ
然
ウ
（
そ
う
）
云
フ
コ
ト
ガ

挙
ゲ
テ
ア
リ
マ
ス
ル

⑰
　
少
シ
ヅ
ゝ
諸
国
デ
違
ヒ
マ
ス
ル
ガ
大
凡
ソ
（
お
お
よ
そ
）
然
ウ
デ
ア
リ
マ
ス

⑱
　
又
主
人
ノ
方
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
給
料
ノ
不
払
ガ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
不
当
ノ
命
令
デ
ア
ル
ト
カ
又
ハ
其
雇
人
ノ
身
体
、
生
命
、
名
誉

等
ニ
損
害
ヲ
及
ボ
ス
ベ
キ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
又
ハ
主
人
ノ
破
産
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
或
場
合
ニ
於
テ
ハ
主
人
ガ
遠
隔
ノ
地
ニ

移
住
致
シ
マ
ス
ル
ト
カ
然
ウ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
風
ノ
場
合
デ
ア
リ
マ
ス

⑲
　
是
ハ
孰
レ
モ
（
い
ず
れ
も
）
或
場
合
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
契
約
ノ
義
務
不
履
行
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
シ
他
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
重
大
ナ
ル
原

因
ニ
ハ
違
ヒ
ナ
イ

⑳
　
併
シ
斯
ノ
如
キ
雇
用
ノ
如
キ
関
係
ニ
於
キ
マ
シ
テ
列
記
法
ヲ
採
リ
マ
ス
ル
ト
カ
一
方
ニ
於
キ
マ
シ
テ
種
々
様
々
ノ
原
因
ガ
出
来
テ

来
ル
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
夫
故
（
そ
れ
ゆ
え
）
ニ
本
案
ハ
此
列
記
法
ノ
主
義
ヲ
採
リ
マ
セ
ズ
シ
テ
総
括
的
ニ
之
ヲ
規
定
致

シ
而
シ
テ
（
し
か
し
て
）
争
ヒ
ノ
起
ツ
タ
時
ハ
之
ヲ
裁
判
官
ノ
判
定
ニ
結
局
ス
ル
所
任
カ
ス
方
ガ
安
全
デ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ
マ
シ
テ
矢

張
リ
既
成
法
典
ノ
如
ク
総
括
的
ノ
文
字
ヲ
用
ヒ
マ
シ
タ

㉑
　
既
成
法
典
ニ
ハ
夫
レ
デ
「
正
当
ニ
シ
テ
且
已
ム
ヲ
得
サ
ル
原
因
ノ
為
メ
」
ト
書
イ
テ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

㉒
　
是
ハ
固
ヨ
リ
理
ノ
ア
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
本
案
デ
唯
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
ト
云
フ
コ
ト
許
リ
（
ば
か
り
）
ニ
致
シ

マ
シ
タ
ノ
ハ
正
当
デ
ア
リ
マ
セ
ヌ
デ
モ
或
事
由
ノ
出
来
マ
シ
タ
ト
キ
ハ
ド
ウ
モ
解
除
ガ
出
来
テ
宜
（
よ
）
カ
ラ
ウ
唯
此
場
合
ニ
於
テ
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損
害
賠
償
ノ
責
ガ
生
ズ
ル
丈
ケ
ノ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
夫
故
ニ
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ト
」
ト
云
フ
方
丈
ケ
ヲ
残
シ
テ
置

キ
マ
シ
タ
訳
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

㉓
　
デ
又
既
成
法
典
ニ
ハ
「
其
定
期
前
ニ
於
テ
終
了
ス
」
ト
書
イ
テ
ア
リ
マ
シ
テ
直
チ
ニ
其
契
約
ガ
ナ
ク
ナ
ッ
テ
仕
舞
ウ
斯
ウ
云
フ
風

ノ
書
キ
方
ガ
致
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
是
ハ
何
ウ
（
ど
う
）
モ
其
原
因
ノ
発
シ
タ
時
ニ
於
テ
直
チ
ニ
終
了
ス
ト
云
フ
コ
ト
ガ
当
事
者
ノ

意
思
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
如
何
（
い
か
が
）
ナ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
カ

㉔
　
時
ト
致
シ
マ
シ
テ
ハ
夫
レ
位
ノ
原
因
ハ
例
ヘ
バ
不
品
行
ガ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
不
法
ノ
挙
動
ガ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
致
シ
マ
シ
テ
モ
法

律
上
当
然
ナ
ク
ナ
ッ
テ
仕
舞
ウ

㉕
　
併
シ
夫
レ
位
ノ
コ
ト
ハ
将
来
守
ル
ト
カ
或
ハ
守
ル
ナ
ラ
バ
夫
レ
ヲ
許
ス
ト
カ
云
フ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
直
チ
ニ
其
定
期

前
ニ
於
テ
終
了
ス
ト
云
フ
ヨ
リ
ハ
一
方
ガ
御
前
ハ
暇
ヲ
出
ス
ト
カ
或
ハ
暇
ヲ
取
ル
ト
カ
云
フ
コ
ト
デ
明
カ
ニ
解
除
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト

ニ
致
シ
テ
置
ク
方
ガ
穏
当
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
夫
故
ニ
本
案
ハ
矢
張
リ
「
契
約
ノ
解
除
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
ト
斯
ウ
致

シ
マ
シ
タ

㉖
　
夫
レ
デ
今
ノ
「
正
当
」
抔
ト
云
フ
文
字
ヲ
省
キ
マ
シ
タ
ガ
為
メ
ニ
但
書
ヲ
入
レ
テ
「
其
事
由
カ
其
者
ノ
過
失
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル

ト
キ
ハ
相
手
方
ニ
対
シ
テ
損
害
賠
償
ノ
責
ニ
任
ス
」
ト
云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
マ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

　
一
〇
〇
年
以
上
前
の
文
章
と
は
い
え
、
読
み
方
さ
え
わ
か
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
。
こ
れ
を
今
日
で
も
通
じ
る

表
現
に
改
め
た
上
で
、
再
度
サ
マ
ラ
イ
ズ
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

イ
　
条
文
の
組
立
て
を
除
き
、
新
法
は
旧
法
の
内
容
を
実
質
的
に
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
（
①
・
②
）。

ロ
　
旧
法
に
あ
っ
た
義
務
不
履
行
（
債
務
不
履
行
）
に
よ
る
解
除
に
つ
い
て
は
、
新
法
で
は
契
約
通
則
に
定
め
（
現
行
五
四
一
条
等
）

労働法とその周辺（四）
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が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
規
定
し
な
い
（
③
・
④
）。

ハ
　
新
法
で
は
、
解
除
事
由
が
当
事
者
の
一
方
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
（
解
除
事
由
は
、
当
事
者
以
外
の
第
三
者
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
）。
こ
の
点
で
、
旧
法
と
は
、
条
文
の
組
立
て
が
異
な
る
（
⑤
～
⑦
）。

ニ
　
雇
用
契
約
に
特
有
の
解
除
事
由
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
法
典
に
お
い
て
も
、
そ
の
定
め
方
が
異
な
る
が
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、

大
別
し
て
（
１
）
総
括
的
規
定
方
式
と
（
２
）
列
挙
方
式
の
二
通
り
の
も
の
が
あ
る
（
⑧
～
⑲
）。

（
１
）
総
括
的
規
定
方
式
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
プ
ロ
イ
セ
ン
等
。
表
現
は
国
ご
と
に
相
違
）

○
　
適
法
な
理
由
、
正
当
な
事
由
、
正
当
な
原
因
、
重
要
な
事
由
等

（
２
）
列
挙
方
式
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
バ
イ
エ
ル
ン
草
案
等
。
列
挙
事
由
は
各
国
間
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
い
ず

れ
も
契
約
の
義
務
不
履
行
ま
た
は
重
大
な
原
因
に
相
当
）

○
　
労
働
者
側
の
事
由
…
…
疾
病
／
不
忠
実
／
信
用
に
背
く
行
為
／
命
令
不
服
従
／
職
務
怠
慢
／
不
当
な
挙
動
／
不
品
行
／
重
大

な
過
失
等

○
　
使
用
者
側
の
事
由
…
…
給
料
の
不
払
い
／
不
当
な
命
令
／
労
働
者
の
身
体
、
生
命
、
名
誉
等
を
毀
損
す
る
行
為
／
使
用
者
の

破
産
／
使
用
者
の
遠
隔
地
へ
の
移
住
等

ホ
　
雇
用
関
係
に
お
い
て
は
、
解
除
事
由
（
原
因
）
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
で
は
、
旧
法
と
新
法
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も

列
挙
方
式
で
は
な
く
、
総
括
的
規
定
方
式
を
採
用
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
上
で
争
い
が
生
じ
た
と
き
は
、
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
る

こ
と
を
妥
当
と
し
た
（
⑳
）。

ヘ
　
新
法
で
は
、
旧
法
と
は
異
な
り
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
事
由
が
正
当
な
も
の
で
は
な
く
て
も
、
契
約

の
解
除
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
含
め
、
解
除
事
由
が
そ
の
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
き
は
、
相
手
方
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に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
し
た
（
㉑
・
㉒
、
㉖
）。

ト
　
雇
用
契
約
を
終
了
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
契
約
の
終
了
事
由
と
し
て
の
効
果

ま
で
認
め
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
労
働
者
に
不
法
の
挙
動
が
あ
っ
た
と
き
も
、
そ
う
し
た
挙
動
を
繰
り
返
さ
な
い
と
の
約
束

が
あ
れ
ば
、
使
用
者
は
こ
れ
を
許
す
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
新
法
で
は
、
旧
法
と
は
異
な
り
、
や
む
を
得
な
い
事
由

を
契
約
の
解
除
事
由
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
（
㉓
～
㉕
）。

　
た
し
か
に
、
法
典
調
査
会
の
な
か
に
は
、
雇
用
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
「
正
当
ノ
事
由
」
が
必
要
と
の
考
え
方
に
こ
だ
わ
っ
た

委
員
も
い
る
に
は
い
た
。
重
岡
薫
五
郎
委
員
の
意
見
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
に
応
答
し
た
穂
積
陳
重
主
査
委
員
と
の
や
り
と
り

を
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
紙
幅
を
節
約
す
る
た
め
、
以
下
で
は
一
文
ご
と
に
改
行
す
る
と

い
っ
た
操
作
は
行
っ
て
い
な
い  
 

）。

重
岡
薫
五
郎
君
　
此
本
条
ニ
適
合
致
シ
マ
ス
ル
既
成
法
典
ノ
二
百
六
十
二
条
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
之
ニ
依
テ
見
マ
ス
ル
ト
「
正
当
ニ
シ
テ
且

已
ム
ヲ
得
サ
ル
」
斯
ウ
云
フ
コ
ト
ガ
ア
ル
ノ
ガ
本
条
デ
ハ
単
ニ
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
」
ト
斯
ウ
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
是
ハ
私
ガ
想

像
シ
タ
ノ
ニ
ハ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
デ
ア
ル
ナ
ラ
バ
多
分
ハ
正
当
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
カ
ラ
シ
テ
二
重
ニ
正
当
ト
云
フ
コ
ト
ノ
条

件
ヲ
付
加
ヘ
ヌ
デ
モ
裁
判
所
ガ
解
除
ヲ
許
ス
場
合
ニ
ハ
必
ズ
正
当
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
認
メ
テ
掛
カ
ル
ノ
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
想
像

シ
マ
シ
タ
ガ
只
今
ノ
御
説
明
ニ
拠
ツ
テ
見
レ
バ
「
正
当
」
ト
云
フ
コ
ト
ハ
要
ラ
ナ
イ
斯
ウ
云
フ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
シ
テ
見
レ
バ

私
ノ
想
像
ハ
大
層
違
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
何
ウ
モ
此
「
正
当
」
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ナ
ク
テ
ハ
甚
ダ
解
除
ヲ
許
ス
ノ
理
由
ト
云
フ
モ

ノ
ガ
乏
シ
ク
ハ
ア
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
単
ニ
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
ト
シ
テ
置
ケ
バ
大
抵
正
当
ト
云
フ
コ
ト
ニ
裁
判
官
ガ
認
メ
ル

（
４
）
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ニ
違
ヒ
ナ
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
「
正
当
」
ト
云
フ
コ
ト
モ
ア
ツ
テ
始
メ
テ
宜
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
此
「
正
当
」
ト
云
フ
コ

ト
ガ
ナ
ク
テ
モ
矢
張
リ
正
当
ト
云
フ
意
味
ヲ
含
マ
セ
タ
ト
云
フ
理
由
ナ
ラ
バ
宜
イ
ケ
レ
ド
モ
正
当
ノ
事
由
ハ
ナ
ク
テ
モ
宜
イ
唯
已
ム

コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
サ
ヘ
ア
レ
バ
解
除
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ト
随
分
自
ラ
事
柄
ヲ
求
メ
テ
掛
カ
ツ
テ
然
ウ
シ
テ
解
除
ヲ
請

求
ス
ル
勿
論
其
場
合
ニ
於
テ
ハ
損
害
賠
償
ト
云
フ
モ
ノ
デ
差
引
計
算
ハ
出
来
ル
ニ
シ
テ
モ
契
約
当
事
者
間
ニ
於
テ
ハ
或
ハ
其
損
害
ヲ

賠
償
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
事
情
モ
ア
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
矢
張
リ
「
正
当
ノ
事
由
」
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
書
ク
カ

又
ハ
書
カ
ヌ
ニ
シ
テ
モ
其
意
味
ヲ
持
タ
セ
テ
置
テ
ハ
ド
ウ
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
尚
ホ
其
御
説
明
ヲ
願
ヒ
タ
イ

穂
積
陳
重
君
　
私
共
此
「
正
当
」
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
除
キ
マ
シ
タ
所
以
ハ
成
程
或
事
柄
ガ
起
リ
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
之
ヲ
解
除
ス
ル
ニ
解
除

ノ
原
因
ト
シ
テ
正
当
ナ
モ
ノ
モ
ア
ル
夫
レ
カ
ラ
解
除
ノ
原
因
ト
ナ
リ
マ
ス
モ
ノ
ガ
正
当
ノ
モ
ノ
ト
不
正
当
ノ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ノ
デ
ス
ナ

列
記
法
ノ
中
ニ
挙
ゲ
マ
シ
タ
モ
ノ
ノ
中
ニ
於
テ
モ
解
除
ノ
原
因
ト
ナ
リ
マ
ス
ル
モ
ノ
ゝ
中
ニ
ハ
善
イ
ノ
モ
悪
ル
イ
ノ
モ
色
々
ア
リ
マ

ス
ル
ガ
畢
竟
正
当
ノ
原
因
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
解
除
ス
ル
ニ
正
当
ナ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
然
ウ
ス
ル
ト
云
フ
ト
何
ウ
云
フ

モ
ノ
ガ
解
除
ス
ル
ニ
正
当
ナ
ノ
デ
ア
ル
カ
ト
云
フ
ト
今
一
ツ
問
題
ガ
起
リ
マ
シ
テ
何
ウ
モ
是
ハ
已
ム
ヲ
得
ヌ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ

ト
ニ
帰
シ
テ
仕
舞
ウ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
相
手
方
ニ
於
キ
マ
シ
テ
例
ヘ
バ
何
ウ
シ
テ
モ
命
令
ニ
服
従
シ
ナ
イ
ト
カ
不
品
行
ガ
ア
ル
ト
カ
云

フ
コ
ト
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
何
ウ
モ
是
ハ
解
除
ス
ル
外
仕
方
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
場
合
ニ
出
来
マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
「
正
当
」
ト
云
フ
字

ハ
何
ガ
解
除
ニ
正
当
ナ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
法
律
ニ
定
マ
ル
ノ
ハ
始
メ
テ
此
箇
条
デ
定
マ
ル
ノ
デ
ア
ツ
テ
此
処
へ
解
除
ノ
正
当
ノ
原
因

ア
ル
ト
キ
ハ
解
除
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
ト
誠
ニ
自
ラ
問
題
デ
問
題
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
ニ
一
ツ
ハ
ナ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
夫
レ
カ
ラ

随
分
此
解
除
ノ
原
因
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
其
解
除
ヲ
請
求
ス
ル
モ
ノ
ニ
取
リ
マ
シ
テ
ハ
随
分
無
理
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
随
分
無
理

ナ
コ
ト
ガ
ア
ツ
テ
モ
其
原
因
ガ
既
ニ
発
生
シ
テ
已
ム
ヲ
得
ズ
ト
言
ヘ
バ
已
ム
ヲ
得
ズ
ガ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
ナ
ツ
テ
仕
方
ガ
ナ
イ
夫
レ

デ
モ
解
ク
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
ト
云
フ
ノ
ハ
何
ウ
モ
実
際
上
不
都
合
デ
ア
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
カ
ラ
シ
テ
例
ヘ
バ
自
分
ガ
殊
更
ニ
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不
養
生
ヲ
シ
テ
夫
レ
ガ
為
メ
ニ
何
ウ
モ
其
任
務
ニ
適
セ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
タ
こ
つ
ち
カ
ラ
何
ウ
シ
テ
モ
任
務
ニ
適
セ
ヌ
カ
ラ
ト
云
フ
コ

ト
デ
其
不
適
任
ト
云
フ
コ
ト
ガ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
這
入
リ
サ
ヘ
ス
レ
バ
宜
イ
何
ウ
モ
已
ム
ヲ
得
ヌ
デ
モ
已
ム
ヲ
得
サ
セ

ル
ノ
ハ
雇
用
契
約
ノ
性
質
上
不
都
合
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
已
ム
ヲ
得
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
デ
先
ヅ
出
来
マ
セ
ウ
先
刻
モ
申
シ
マ
シ

タ
通
リ
正
当
ノ
事
由
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
書
イ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
所
モ
ア
リ
マ
ス
ル
シ
澳
太
利
ノ
ヤ
ウ
ニ
「
適
法
ノ
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
」
ト

云
フ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ノ
モ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
是
ハ
如
何
ニ
モ
問
題
ガ
問
題
ヲ
決
ス
ル
ノ
デ
ア
ツ
テ
書
キ
方
ガ
悪
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ

或
ハ
瑞
西
［
ス
イ
ス
］、
獨
逸
［
ド
イ
ツ
］
抔
ハ
「
重
要
ナ
ル
」
ト
云
フ
コ
ト
モ
書
イ
テ
ア
リ
マ
ス
此
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
」
ト

云
フ
コ
ト
ハ
余
程
漠
然
タ
ル
コ
ト
デ
其
中
デ
非
常
ニ
狭
バ
メ
タ
書
キ
方
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
已
ム
ヲ
得
ナ
ク
ツ
テ
モ
続
ケ
テ
居
ル
ト
云

フ
コ
ト
ニ
及
バ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
テ
置
キ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
夫
レ
ガ
即
チ
解
除
ニ
付
テ
ハ
原
因
ト
ナ
ル
正
当
デ
ハ
ナ
イ
法
定
ノ

原
因
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
仮
ニ
此
「
正
当
」
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
省
イ
テ
置
キ
マ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
尚
ホ
外

ニ
宜
イ
御
考
ヘ
ガ
ア
レ
バ
御
教
示
ヲ
仰
ギ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

　
契
約
解
除
の
原
因
を
自
ら
故
意
に
つ
く
り
だ
し
た
者
に
ま
で
、
解
除
を
認
め
る
の
か
。
重
岡
委
員
の
懸
念
は
そ
う
し
た
素
朴
な
疑
問

を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
雇
用
契
約
の
性
質
上
そ
の
よ
う
な
場
合
に
も
解
除
を
認
め
な
け
れ
ば
不
都
合
が
生
じ
る
と
い
う
の
が

穂
積
主
査
委
員
の
回
答
で
あ
っ
た
（
実
線
で
示
し
た
傍
線
部
を
参
照
）。

　
使
用
者
（
主
人
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ
労
働
者
（
雇
人
）
の
側
が
契
約
を
解
除
す
る
（
暇
を
取
る
）。
以
上
の
や
り
と
り
を
み
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
委
員
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
命
令
不
服
従
や
不
品
行
、
不
適
任
と
い
っ
た
労
働
者
側
の
事
情
が
、
今
日
そ
れ
だ
け
で
労
働
契
約
の
解
約
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る

か
（
た
だ
し
、
現
実
に
問
題
に
な
る
の
は
解
雇
事
由
に
限
ら
れ
る
）
と
い
う
と
、
大
き
な
疑
問
符
が
付
く
。
し
か
し
、
民
法
（
新
法
）
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制
定
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
情
が
「
や
む
を
得
な
い
」
解
雇
・
退
職
の
事
由
に
な
る
こ
と
を
疑
う
者
な
ど
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
も
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。

　
漠
然
と
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
は
非
常
に
狭
い
。
穂
積
主
査
委
員
は
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
」
事
由
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に

語
る
（
波
線
で
示
し
た
傍
線
部
を
参
照
）
も
の
の
、
広
狭
の
観
念
が
当
時
と
現
在
で
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら

驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
で
は
、
民
法
が
施
行
さ
れ
た
後
、
同
法
六
二
八
条
に
定
め
る
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
に
つ
い
て
、
明
治
・
大
正
期
の
学
説
・

判
例
は
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈
し
た
の
か
。
以
下
で
は
、
項
を
改
め
て
、
そ
の
検
討
に
駒
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
と
は
何
か

─
明
治
・
大
正
期
の
学
説
・
判
例

　
第
九
九
回
法
典
調
査
会
に
お
け
る
旧
民
法
二
六
二
条
の
「
改
正
」
に
関
す
る
議
論
が
妾
の
処
遇
問
題
で
終
わ
っ
た
よ
う
に
、
往
時
の

議
論
に
は
、
二
一
世
紀
に
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
、
そ
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、（
旧
）

民
法
施
行
断
行
派
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
井
上
操
控
訴
院
判
事
の
著
書
『
民
法
詳
解
』（
寶
文
舘
、
明
治
二
五
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　「
一
方
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
正
当
ニ
シ
テ
且
已
ム
ヲ
得
サ
ル
原
因
ア
リ
シ
時
、
此
原
因
ノ
説
明
ニ
付
テ
ハ
立
案
者
ノ
説
ア
リ
今
之
レ
ヲ
抄

出
シ
テ
説
明
ニ
換
フ
ヘ
シ
曰
ク
僕
又
ハ
雇
人
ノ
兵
役
ニ
徴
集
セ
ラ
レ
タ
ル
時
ハ
為
メ
ニ
契
約
ノ
終
了
ヲ
生
ス
ヘ
キ
ヤ
論
ヲ
俟
タ
ス
然
レ

ト
モ
志
願
ニ
テ
兵
役
ニ
就
カ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
時
ハ
契
約
ノ
終
了
ヲ
生
セ
サ
ル
ヘ
シ
蓋
シ
（
け
だ
し
）
斯
ル
（
か
か
る
）
場
合
ニ
於
テ
ハ

僕
若
ク
ハ
雇
人
已
ニ
（
す
で
に
）
陸
海
ノ
兵
役
ニ
就
カ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
之
レ
ヲ
志
願
シ
テ
以
テ
兵
役
ニ
就
ク
ヲ
名
ト
シ
テ
其
既
ニ
厭
倦

（
え
ん
け
ん
）
シ
タ
ル
契
約
ヲ
免
レ
賠
償
ヲ
払
ハ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
謀
ル
ノ
恐
レ
ア
ル
可
ケ
ン
ハ
ナ
リ
又
契
約
シ
タ
ル
労
務
ヲ
為
ス
コ
ト
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能
ハ
サ
ラ
シ
ム
ル
疾
病
若
ク
ハ
廃
疾
モ
正
当
ニ
シ
テ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ノ
一
原
因
ナ
リ
然
レ
ト
モ
僕
又
ハ
雇
人
他
ニ
一
層
利
益
ア
ル
雇
用

契
約
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
カ
又
ハ
結
婚
セ
ン
ト
ス
ル
等
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
然
ラ
サ
ル
ヘ
シ
此
等
ノ
原
因
ハ
固
ヨ
リ
篤
実
ニ
シ
テ
正
当
ナ
リ

ト
雖
モ
賠
償
ヲ
与
ヘ
ス
シ
テ
契
約
ヲ
取
消
ス
ノ
理
由
ト
為
ス
コ
ト
能
ハ
サ
レ
ハ
ナ
リ  
 

」

　
下
僕
や
僕
婢
と
い
っ
た
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、「
僕
」
が
「
し
も
べ
（
下
男
・
下
女
）」
を
指
し
、「
厭
倦
」
が
読
ん
で
字
の
ご
と
く

「
イ
ヤ
に
な
っ
て
飽
き
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
は
、
何
と
な
く
わ
か
る
。
し
か
し
、
兵
役
や
疾
病
が
雇
用
契
約
の
終
了
原
因
と
し
て
例

示
さ
れ
、
あ
ま
つ
さ
え
転
職
や
結
婚
に
よ
る
契
約
終
了
に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
さ
え
問
題
に
な
る
と
い
わ
れ
る
と
、
も
は
や
現
代
人
に

と
っ
て
は
想
像
の
域
を
超
え
る
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
井
上
判
事
に
（
法
律
学
の
）
常
識
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
も
と
よ
り
な
い
。
た
と
え
ば
、
前
掲
『
民
法
詳
解
』

は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。

　「
凡
ソ
雇
用
契
約
ニ
シ
テ
其
期
間
ヲ
定
メ
タ
ル
時
ハ
雇
用
人
ハ
必
ス
其
期
間
ハ
労
務
ヲ
執
ル
ノ
義
務
ア
リ
固
ヨ
リ
雇
用
契
約
ハ
為
事

義
務
ナ
ル
ヲ
以
テ
強
テ
之
レ
ヲ
履
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
ト
ノ
原
則
ニ
基
キ
其
期
間
内
ト
雖
モ
雇
用
人
随
意
ニ
解
約
ス
ル
ノ
権
ヲ
失

フ
コ
ト
ナ
シ  
 

」

　
期
間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
契
約
の
場
合
、
そ
の
期
間
中
労
務
を
提
供
す
べ
き
義
務
が
労
働
者
に
は
あ
る
が
、
労
務
提
供
義
務
は
い
わ

ゆ
る
為
す
債
務
（
為
事
義
務
）
で
あ
る
た
め
、
そ
の
履
行
を
強
制
で
き
な
い
。
前
段
部
分
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
感
も

あ
る
と
は
い
え
、
後
段
部
分
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
お
い
て
も
異
を
唱
え
る
者
は
お
そ
ら
く
い
ま
い
。
た
だ
、
そ
の
上
で
、
井
上
判
事

は
、
損
害
賠
償
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
井
上
判
事
の
著
書
『
民
法
詳
解
』
は
、
旧
民
法
に
関
す
る
概
説
書
で
あ
っ
て
、
現
行
法
に
関
す
る
解
釈
を
示
し
た
も
の

で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
明
治
三
一
年
の
民
法
施
行
後
、
そ
の
六
二
八
条
に
雇
用
契
約
の
解
除
事
由
と
し
て
規
定
さ
れ
た
「
已
ム
コ
ト

（
５
）

（
６
）
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ヲ
得
サ
ル
事
由
」
の
解
釈
が
、
旧
法
二
六
二
条
一
項
に
定
め
る
「
正
当
ニ
シ
テ
且
已
ム
ヲ
得
サ
ル
原
因
」
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
も

の
と
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
代
表
的
な
民
法
の
文
献
を
ひ
も
と
く
と
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
（
原
注
は
省
略
）
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
』
巻
之
三
債
権
篇
（
和
佛
法
律
学
校
／
明
法
堂
、
明
治
三
〇
年
）

　「『
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
』
ト
ハ
固
ヨ
リ
事
実
問
題
ナ
リ
ト
雖
モ
今
一
二
ノ
例
ヲ
挙
ク
レ
ハ
雇
人
カ
父
母
ノ
病
ニ
罹
リ
タ
ル
場

合
ニ
於
テ
他
ニ
之
ヲ
看
護
ス
ル
者
ナ
キ
カ
為
メ
其
雇
用
契
約
ヲ
解
除
シ
テ
家
ニ
帰
リ
テ
其
父
母
ヲ
看
護
セ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
如
キ
又
ハ

労
務
者
カ
病
ニ
罹
リ
数
日
月
ノ
間
其
労
務
ヲ
供
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合
ニ
於
テ
使
用
者
カ
雇
用
契
約
ヲ
解
除
シ
他
人
ヲ
以
テ
之
ニ

代
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
如
キ
是
ナ
リ  
 

」

②
　
横
田
秀
雄
『
債
権
各
論
』（
清
水
書
店
、
明
治
四
五
年
）

　「
所
謂
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
ト
ハ
雇
用
契
約
ノ
履
行
ヲ
絶
対
的
不
能
ナ
ラ
シ
メ
又
ハ
其
履
行
ヲ
著
シ
ク
困
難
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ

事
情
ヲ
謂
フ
例
之
（
こ
の
れ
い
）
労
務
者
カ
（
一
）
疾
病
ニ
罹
リ
タ
ル
カ
為
メ
契
約
ニ
定
メ
タ
ル
労
務
ニ
従
事
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至

リ
タ
ル
場
合
（
二
）
労
務
者
タ
ル
男
子
カ
兵
役
公
務
其
他
一
身
ニ
関
ス
ル
重
大
ノ
理
由
ニ
因
リ
又
労
務
者
タ
ル
女
子
カ
結
婚
ヲ
為
シ

又
ハ
父
母
ノ
看
護
其
他
家
政
上
ノ
都
合
ニ
依
リ
身
体
ノ
自
由
ヲ
回
復
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
場
合
（
三
）
労
務
者
カ
犯
罪
ノ
為
ニ
拘
留
セ

ラ
レ
タ
ル
場
合
（
四
）
使
用
者
カ
転
任
廃
業
外
国
旅
行
其
他
ノ
理
由
ニ
因
リ
雇
人
ヨ
リ
其
労
務
ノ
供
給
ヲ
受
ク
ル
能
ハ
サ
ル
ニ
至
リ

タ
ル
場
合
ノ
如
シ  
 

」

③
　
末
弘
厳
太
郎
『
債
権
各
論
』
第
四
版
（
有
斐
閣
、
大
正
八
年
）

　「『
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
』
ガ
何
ヲ
意
味
ス
ル
カ
ハ
箇
々
ノ
場
合
ニ
付
テ
之
ヲ
決
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
ト
雖
モ
、
若
シ
当
該
ノ
事
由

（
７
）

（
８
）
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ガ
終
局
的
ニ
履
行
不
能
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ベ
キ
事
由
ニ
シ
テ
其
発
生
ニ
関
シ
テ
労
務
者
ニ
過
失
ナ
キ
ト
キ
ハ
直
ニ
契
約
ヲ
終
了
セ
シ
ム
ベ

ク
又
労
務
者
ニ
過
失
ア
ル
ト
キ
ハ
使
用
者
ハ
一
般
規
定
タ
ル
第
五
四
三
条
ニ
依
リ
テ
解
除
シ
得
ル
ガ
故
ニ
、
之
ヲ
『
已
ム
コ
ト
ヲ
得

ザ
ル
事
由
』
中
ヨ
リ
除
外
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
要
ス
ル
ニ
其
事
由
存
ス
ル
ニ
拘
ラ
ズ
強
テ
雇
用
ヲ
継
続
セ
シ
ム
ル
ハ
不
当
ニ
著
シ
ク

其
者
ノ
利
益
ヲ
阻
害
シ
公
平
ノ
観
念
ニ
違
背
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
標
準
ト
シ
テ
之
ヲ
決
ス
ベ
ク
、
而
シ
テ
之
ヲ
決
ス
ル
ノ
基
礎
タ
ル
諸
種

ノ
事
実
ハ
事
実
問
題
ト
シ
テ
決
定
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
雖
モ
、
是
等
ノ
事
実
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
更
ニ
其
事
由
ガ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ

ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
決
ス
ル
ハ
法
律
問
題
ナ
ル
ヲ
以
テ
尚
ホ
上
告
審
ノ
審
査
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。
今
例
ヲ
挙
ゲ
テ
『
已
ム

コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
』
ノ
何
タ
ル
カ
ヲ
示
セ
バ
（
１
）
労
務
者
ハ
使
用
者
ガ
著
シ
ク
労
務
者
ヲ
虐
待
シ
タ
ル
コ
ト
、
使
用
者
ガ
家
計

不
如
意
ト
ナ
リ
テ
賃
金
ノ
支
払
ヲ
為
サ
ザ
ル
ベ
キ
虞
ア
ル
コ
ト
、
父
母
ノ
病
気
ヲ
看
護
ス
ル
為
メ
帰
国
ノ
必
要
ア
ル
コ
ト
、
引
続
キ

労
務
ヲ
供
給
ス
ル
ト
キ
ハ
其
健
康
ヲ
害
ス
ベ
キ
虞
ア
ル
コ
ト
、
使
用
者
ガ
遠
隔
ノ
地
ニ
移
転
セ
ル
コ
ト
、
女
子
労
務
者
ガ
婚
姻
ヲ
為

シ
タ
ル
コ
ト
等
ヲ
理
由
ト
シ
テ
『
解
除
』
シ
得
ベ
ク
、（
２
）
使
用
者
ハ
事
業
ニ
失
敗
シ
テ
引
続
キ
労
務
者
ヲ
雇
ヒ
置
ク
ハ
家
計
上
不

可
能
ト
ナ
レ
ル
コ
ト
、
労
務
者
ノ
不
誠
実
、
怠
慢
、
無
能
、
病
気
ノ
為
メ
長
キ
ニ
亘
リ
テ
就
業
シ
得
ザ
ル
コ
ト
等
ヲ
理
由
ト
シ
テ
解

除
ヲ
為
シ
得
ベ
シ  
 

」。

④
　
鳩
山
秀
夫
『
増
訂
　
日
本
債
権
法
各
論
』
下
巻
（
岩
波
書
店
、
大
正
一
三
年
）

　「『
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
』
ト
謂
フ
ハ
其
事
由
ノ
存
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
雇
用
契
約
ヲ
継
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ガ
一
般
ノ
見
解
上
著

シ
ク
不
当
又
ハ
不
公
平
ナ
リ
ト
認
ム
ベ
キ
事
実
ヲ
謂
フ
。
其
発
生
ニ
付
テ
当
事
者
ニ
過
失
ア
リ
ヤ
否
ヤ
ハ
之
ヲ
問
ハ
ズ
。
例
ヘ
バ
労

務
者
ノ
不
誠
実
、
無
能
、
身
元
引
受
契
約
ノ
失
効
等
ハ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ト
シ
テ
使
用
者
ニ
告
知
権
ヲ
与
フ
ベ
ク
又
労
務
者
ノ
疾

病
、
近
親
者
ノ
看
護
ノ
必
要
、
使
用
者
ノ
事
業
上
ノ
失
敗
等
ハ
労
務
者
ニ
告
知
権
ヲ
与
フ
ベ
シ
。
而
シ
テ
此
規
定
ハ
当
事
者
ニ
過
失

ナ
キ
場
合
ニ
於
テ
モ
雇
用
契
約
ガ
当
然
其
効
力
ヲ
失
ハ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
前
提
ト
ス
ル
ガ
故
ニ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ハ
履
行
不
能
ヲ
生
ゼ

（
９
）
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シ
ム
ル
事
由
ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
例
ヘ
バ
筆
耕
ガ
負
傷
ノ
結
果
手
ヲ
失
ヒ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
第
五
百
三
十
六
条
又

ハ
第
五
百
四
十
三
条
ノ
適
用
ヲ
生
ズ
ベ
ク
本
条
ハ
適
用
ノ
余
地
ナ
シ  
 

」。

　
民
法
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
り
法
典
調
査
会
の
主
査
委
員
で
も
あ
っ
た
梅
謙
次
郎
、
後
に
大
審
院
長
を
務
め
た
横
田
秀
雄
、
そ
し
て

ほ
ぼ
同
時
期
に
東
京
帝
国
大
学
で
民
法
を
講
じ
た
鳩
山
秀
夫
と
末
弘
厳
太
郎
。
こ
れ
ら
四
氏
が
、
い
ず
れ
も
わ
が
国
の
学
界
や
司
法
界

を
代
表
す
る
当
代
の
著
名
人
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
明
治
維
新
以
前
に
生
を
受
け
た
梅
・
横
田
の
両
氏
と
、

一
八
八
〇
年
代
生
ま
れ
の
鳩
山
・
末
弘
両
教
授
と
の
間
に
は
、
四
半
世
紀
前
後
の
年
齢
差
が
あ
り
、
そ
の
間
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

民
法
の
研
究
に
も
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
進
歩
の
跡
は
、
右
に
引
用
し
た
短
い
文
章
か
ら
も
、
こ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
理
論
の
精
緻
化
と
い
う
点
で

は
、
こ
の
よ
う
に
進
展
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
と
は
何
か
と
い
う
肝
心
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
具
体
例
が

少
し
追
加
さ
れ
た
程
度
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
自
体
が
大
き
く
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
法
典
調
査
会
で
紹
介
さ
れ
た
列
挙
法
採

用
国
が
掲
げ
る
例
と
こ
れ
を
比
べ
て
も
、
そ
こ
に
大
差
は
な
い
。
こ
う
い
っ
て
も
差
し
支
え
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
不
誠
実
、
怠
慢
、
無
能
、
病
気
と
い
っ
た
、
労
働
者
側
の
事
情
を
理
由
と
す
る
解
雇
に
つ
い
て
は
、
解
雇
権
濫
用
法
理
が

存
在
す
る
今
日
、
解
雇
予
告
を
行
っ
た
上
で
の
解
雇
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
解
雇
が
認
め
ら
れ
る
と
は
誰
も
考
え
な
い
。

し
か
し
、
契
約
期
間
の
定
め
の
有
無
を
問
わ
ず
、
か
つ
て
は
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
に
基
づ
く
契
約
の
解
除
（
即
時
解
除
）
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
雇
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　「
雇
用
契
約
ノ
履
行
ヲ
…
…
著
シ
ク
困
難
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
事
情
」（
横
田
）、「
其
事
由
ノ
存
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
雇
用
契
約
ヲ
継
続
セ
シ

ム
ル
コ
ト
ガ
一
般
ノ
見
解
上
著
シ
ク
不
当
又
ハ
不
公
平
ナ
リ
ト
認
ム
ベ
キ
事
実
」（
鳩
山
）。
こ
う
い
っ
た
「
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
」

（
　
）
１０
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の
一
般
的
定
義
か
ら
は
、
到
底
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
当
時
は
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
再
確
認
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
民
法
六
二
八
条
の
解
釈
適
用
と
か
か
わ
る
第
二
次
大
戦
前
の
代
表
的
判
例
と
し
て
は
、
福
音
印
刷
事
件
（
大
判
大
正
一
一
・

五
・
二
九
民
集
一
巻
二
五
九
頁
）
が
あ
る
。
同
事
件
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
に
対
す
る
民
法
六
二
八
条
の
適
用
例
と
い
う

点
で
も
参
考
に
な
る
（
以
下
、
事
実
お
よ
び
判
決
理
由
に
つ
い
て
は
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
、
適
宜
改
行
を
加
え
る
等
の
変
更
を

行
っ
た
点
を
除
き
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
）。

【
事
　
　
実
】

　
上
告
人
（
被
控
訴
人
、
原
告
）
ハ
印
刷
職
工
ニ
シ
テ
期
間
ヲ
定
メ
ス
シ
テ
被
上
告
人
ニ
雇
ハ
レ
印
刷
業
ニ
従
事
シ
居
リ
シ
カ
被
上
告

人
ハ
大
正
九
年
三
月
三
十
一
日
突
然
上
告
人
ヲ
解
雇
シ
就
業
ヲ
拒
絶
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
上
告
人
ハ
民
法
第
六
百
二
十
七
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ

解
雇
後
十
四
日
分
ノ
賃
金
ヲ
請
求
ス
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
主
張
シ
タ
リ

　
被
上
告
人
ハ
上
告
人
ノ
主
張
ニ
対
シ
印
刷
業
ノ
為
ニ
上
告
人
ヲ
雇
入
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
之
ヲ
認
ム
レ
ト
モ
被
上
告
人
カ
大
正
九
年
三
月

二
十
七
日
上
告
人
ノ
賃
金
値
上
ノ
要
求
ヲ
拒
絶
シ
タ
リ
シ
ニ
上
告
人
ハ
被
上
告
人
ニ
対
シ
不
穏
ノ
挙
動
ヲ
為
シ
業
務
ニ
不
誠
意
ニ
シ
テ

怠
業
ヲ
事
ト
セ
ル
ヲ
以
テ
民
法
第
六
百
二
十
八
条
ニ
依
リ
上
告
人
ヲ
解
雇
シ
タ
リ
従
テ
上
告
人
ノ
請
求
ニ
応
ス
ル
能
ハ
ス
ト
抗
弁
シ
タ

リ　
原
院
ハ
被
上
告
人
抗
弁
ノ
事
実
ヲ
認
メ
此
ノ
事
実
ハ
雇
主
タ
ル
被
上
告
人
ニ
於
テ
上
告
人
ヲ
解
雇
ス
ル
ニ
付
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
ト

為
ス
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
ト
判
示
シ
上
告
人
ノ
請
求
ヲ
排
斥
シ
タ
リ

【
判
決
理
由
】

労働法とその周辺（四）
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民
法
第
六
百
二
十
七
条
ハ
雇
用
契
約
ノ
当
事
者
カ
其
ノ
期
間
ヲ
定
メ
サ
ル
ト
キ
ハ
何
等
ノ
事
由
発
生
セ
サ
ル
ニ
拘
ラ
ス
何
時
ニ
テ
モ

解
約
ヲ
為
ス
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
同
六
百
二
十
八
条
ト
ハ
毫
モ
連
絡
ヲ
有
セ
ス
全
然
別
箇
ノ
権
利
関
係
ヲ

定
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

　
何
ト
ナ
レ
ハ
民
法
第
六
百
二
十
八
条
ハ
当
事
者
カ
雇
用
ノ
期
間
ヲ
定
メ
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
問
ハ
ス
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
発
生
シ
タ
ル
ト

キ
ハ
之
ヲ
理
由
ト
シ
テ
雇
用
契
約
ヲ
解
除
ス
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
其
ノ
文
意
ニ
徴
シ
テ
明
瞭
ナ
レ

ハ
ナ
リ
而
シ
テ
其
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
ト
ハ
当
事
者
カ
雇
用
契
約
ヲ
締
結
シ
タ
ル
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
付
重
大
ナ
ル
支
障
ヲ
惹
起
ス
ル

事
項
ノ
意
義
ナ
レ
ハ
其
ノ
支
障
カ
当
事
者
ノ
孰
レ
ニ
対
シ
テ
発
生
ス
ト
モ
其
ノ
当
事
者
ハ
之
ヲ
理
由
ト
シ
テ
契
約
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ヘ
ク
解
除
ノ
効
力
ハ
即
時
ニ
発
生
シ
民
法
第
六
百
三
十
条
ニ
依
リ
将
来
ニ
向
テ
ノ
ミ
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
所
論
ノ
如
ク
同
第
六
百
二

十
七
条
第
一
項
後
段
ノ
規
定
ニ
依
リ
二
週
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
後
ニ
発
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス

　
然
リ
而
シ
テ
原
判
決
ノ
認
定
セ
ル
上
告
人
ノ
団
体
的
怠
業
カ
故
意
ニ
仕
事
ノ
能
率
ヲ
減
シ
之
ヲ
手
段
ト
シ
テ
賃
金
値
上
ノ
目
的
ヲ
達

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
判
決
ノ
文
意
ニ
徴
シ
明
白
ナ
ル
ヲ
以
テ
上
告
人
ノ
行
動
ハ
被
上
告
人
カ
雇
用
契
約
ヲ
締
結
シ
タ
ル
目
的

ニ
背
反
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ク
従
テ
雇
主
タ
ル
被
上
告
人
ハ
叙
上
説
明
ノ
法
理
ニ
依
リ
当
然
雇
用
契
約
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ

　
所
論
ノ
労
働
戦
術
ナ
ル
モ
ノ
ハ
未
タ
以
テ
合
法
ノ
行
動
ナ
リ
ト
謂
フ
ヲ
得
サ
レ
ハ
之
ヲ
論
拠
ト
シ
テ
民
法
所
定
ノ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ

ル
事
由
ノ
意
義
ヲ
解
決
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
失
当
ナ
リ

　
又
原
判
決
ニ
所
謂
相
信
関
係
云
々
ハ
被
上
告
人
カ
上
告
人
ノ
人
格
ヲ
信
任
ス
ル
コ
ト
ノ
意
義
ニ
非
ス
シ
テ
上
告
人
ノ
普
通
ノ
程
度
ニ

於
ケ
ル
労
務
ノ
提
供
ヲ
予
期
信
頼
ス
ル
コ
ト
ノ
意
義
ナ
ル
コ
ト
ハ
文
意
上
明
白
ナ
ル
ヲ
以
テ
原
判
決
ノ
説
明
ハ
民
法
第
六
百
二
十
八
条

ノ
解
釈
ヲ
誤
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
要
ス
ル
ニ
原
判
決
ニ
ハ
所
論
ノ
如
キ
違
法
ノ
点
ナ
キ
ヲ
以
テ
本
論
旨
ハ
孰
レ
モ
理
由
ナ
シ
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や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
れ
ば
、
即
時
解
雇
が
可
能
に
な
る
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
け
れ
ば
、
二
週
間
前
の
予
告
が
必
要
に

な
る
。
本
件
で
は
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
「
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
」
の
存
否
が
争
点
と
な
っ
た
。

　
学
説
が
や
む
を
得
な
い
事
由
と
し
て
認
め
る
「
労
務
者
ノ
不
誠
実
、
怠
慢
、
無
能
」
と
い
っ
た
事
情
は
、
本
件
で
上
告
人
の
行
っ
た

「
団
体
的
怠
業
」
と
、
契
約
上
の
義
務
の
不
履
行
と
い
う
点
で
共
通
点
が
あ
り
、
し
か
る
以
上
、
本
件
に
お
い
て
も
即
時
解
雇
を
認
め
ざ

る
を
得
な
い
。
判
決
に
あ
る
「
雇
用
契
約
ヲ
締
結
シ
タ
ル
目
的
ニ
背
反
ス
ル
モ
ノ
」
と
の
説
示
は
、
こ
う
し
た
理
解
に
立
つ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
た
し
か
に
、
原
判
決
に
い
う
「
相
信
関
係
云
々
」
の
議
論
に
関
連
し
て
、「
上
告
人
が
『
雇
用
契
約
ハ
労
働
ニ
対
シ
報
酬
支
払
ヲ
為
サ

シ
ム
ル
権
利
義
務
ノ
関
係
ニ
シ
テ
、
主
従
関
係
ニ
モ
服
従
関
係
ニ
モ
相
信
関
係
ニ
モ
非
サ
レ
バ
』
云
々
と
云
つ
て
居
る
の
は
正
当
だ
と

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
た
上
で
、「
単
に
『
普
通
ノ
程
度
ニ
於
ケ
ル
労
務
ノ
提
供
ヲ
予
期
信
頼
』
し
得
な
い
と
云
ふ
だ
け
の
理
由
で
、

即
時
に
解
雇
す
る
こ
と
を
許
す
の
は
極
め
て
穏
当
で
な
い
」
と
本
判
決
を
批
判
す
る
、
末
弘
厳
太
郎
教
授
の
評
釈
（
判
例
研
究  
 

）
に
は
、

現
代
人
の
目
か
ら
み
て
も
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
日
と
は
時
代
背
景
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
末
弘
評
釈
も
、
解
雇
そ
れ
自
体
の
効
力
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
も
と
よ
り

な
か
っ
た
。「
か
か
る
場
合
に
は
雇
主
は
少
く
と
も
民
法
第
五
四
一
条
に
依
つ
て
一
先
づ
『
普
通
ノ
程
度
ニ
於
ケ
ル
労
務
ノ
提
供
』
を
催

告
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
即
時
に
解
雇
す
る
を
得
な
い
」。
こ
う
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
評
釈
の
末
尾
に
い
わ
く
、「
第
六
二
七
条
に
依
る
解
約
申
入
は
全
く
債
務
不
履
行
其
他
特
別
の
原
因
を
要
せ
ざ
る
場
合
で
あ
り
、
第

六
二
八
条
は
又
『
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
』
が
あ
れ
ば
即
時
に
解
雇
し
得
る
と
云
ふ
規
定
で
あ
る
に
反
し
、
第
五
四
一
条
は
労
働
者

が
全
く
約
定
の
労
務
を
供
給
し
な
い
か
又
は
債
務
の
本
旨
に
従
つ
て
完
全
に
之
を
供
給
し
な
い
場
合
に
之
を
適
用
す
る
の
余
地
あ
る
も

の
と
考
へ
る
」。「
従
つ
て
本
件
に
あ
つ
て
も
、
若
し
も
会
社
が
解
雇
を
し
や
う
と
思
ふ
な
ら
ば
先
づ
相
当
の
期
間
を
定
め
て
怠
業
の
停

（
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止
を
催
告
す
べ
か
り
し
で
あ
る
と
」。
思
う
に
、
そ
れ
が
当
時
に
お
け
る
民
法
学
の
到
達
点
で
あ
り
、
ま
た
良
識
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
る
ま
い  
 

。

　
第
二
次
大
戦
後
、
憲
法
二
八
条
に
よ
っ
て
勤
労
者
の
団
体
行
動
権
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
が
団
体
と
し
て
行
う
雇
用

契
約
上
の
義
務
不
履
行
（
争
議
行
為
）
は
、
一
転
し
て
労
働
者
の
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
権
利
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
結
果
、
労
働
者
個
人

に
よ
る
契
約
上
の
義
務
不
履
行
（
不
誠
実
、
怠
慢
、
無
能
等
）
に
つ
い
て
ま
で
、
こ
れ
を
理
由
と
す
る
雇
用
契
約
の
解
除
（
解
雇
）
が

著
し
く
困
難
に
な
っ
た
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
こ
れ
が
雇
用
契
約
の
解
除
を
可
能
と
す
る
労
働
者
の
「
債
務
不
履
行
」
に
当
た
る
と

い
う
認
識
が
そ
も
そ
も
な
く
な
っ
た  
 

。
他
方
、
労
働
者
に
よ
る
雇
用
契
約
の
解
除
（
退
職
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
さ
え
問
う
こ
と

が
実
際
に
は
難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
労
働
者
に
は
退
職
の
自
由
が
あ
る
も
の
の
、
使
用
者
に
よ
る
解
雇
の
自
由
は
事
実
上
な
い
に
等
し
い
。
解
雇
と
退
職
を
同
一
レ
ベ
ル

で
考
え
る
戦
前
に
は
あ
っ
た
健
全
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
ん
な
疑
問
を
い
だ
く
の
は
、

お
そ
ら
く
筆
者
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

実
務
上
の
問
題

─
就
業
規
則
に
定
め
る
解
雇
・
退
職
の
事
由

　
労
働
基
準
法
八
九
条
三
号
は
、「
退
職
に
関
す
る
事
項
（
解
雇
の
事
由
を
含
む
。）」
を
就
業
規
則
の
絶
対
的
必
要
記
載
事
項
と
し
て
規

定
し
て
い
る
。
同
法
が
解
雇
事
由
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
一
〇
年
の
法
改
正
（
九
月
三
〇
日
法
律
第
一
一
二
号
、
平

成
一
一
年
四
月
一
日
施
行
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
使
用
者
は
、
就
業
規
則
に
解
雇
事
由
に

関
す
る
定
め
を
設
け
て
い
た
。
就
業
規
則
所
定
の
解
雇
事
由
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
裁
判
に
な
っ
た
場
合
、
ま
ず
解
雇
は
認
め
ら
れ
な

い  
 

。
そ
う
し
た
考
え
方
が
現
場
に
は
既
に
定
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
　
）
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（
　
）
１４

論　　　説

（阪大法学）６１（１ - 48）48〔２０１１．５〕



　
し
か
し
、
い
ざ
就
業
規
則
に
解
雇
事
由
を
定
め
る
と
な
る
と
、
こ
れ
が
意
外
に
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
就
業
規
則
の
モ
デ
ル
自
体

は
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
の
、
安
心
し
て
コ
ピ
ー
で
き
る
も
の
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い  
 

。
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
は
、
懲
戒
解
雇
を
除
き
、
解
雇
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
状
況
が
現
に
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
二
二
年
九
月
に
厚
生
労
働
省
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
次
の
よ
う
に
定
め
る
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
も
、
そ

の
例
外
と
は
い
い
難
い
も
の
が
あ
る
。

　（
解
雇
）

第
四
七
条
　
従
業
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
解
雇
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
　
勤
務
状
況
が
著
し
く
不
良
で
、
改
善
の
見
込
み
が
な
く
、
従
業
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
得
な
い
と
き
。

二
　
勤
務
成
績
又
は
業
務
能
率
が
著
し
く
不
良
で
、
向
上
の
見
込
み
が
な
く
、
他
の
職
務
に
も
転
換
で
き
な
い
等
就
業
に
適
さ
な
い

と
き
。

三
　
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
療
養
の
開
始
後
三
年
を
経
過
し
て
も
当
該
負
傷
又
は
疾
病
が
治
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
従

業
員
が
傷
病
補
償
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
又
は
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
（
会
社
が
打
ち
切
り
補
償
を
支
払
っ
た
と
き
を
含

む
。）。

四
　
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り
業
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
き
。

五
　
試
用
期
間
に
お
け
る
作
業
能
率
又
は
勤
務
態
度
が
著
し
く
不
良
で
、
従
業
員
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。

六
　
第
五
九
条
第
二
項
に
定
め
る
懲
戒
解
雇
事
由
に
該
当
す
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た
と
き
。

七
　
事
業
の
運
営
上
又
は
天
災
事
変
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
事
業
の
縮
小
又
は
部
門
の
閉
鎖
等
を
行

う
必
要
が
生
じ
、
か
つ
他
の
職
務
へ
の
転
換
が
困
難
な
と
き
。

（
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八
　
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
。

２
～
４
　
略

　
た
だ
、「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
に
定
め
る
個
々
の
解
雇
事
由
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
言
及
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

改
め
て
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い  
 

。
こ
こ
で
さ
し
当
た
り
問
題
に
し
た
い
の
は
、
労
働
契
約
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、

就
業
規
則
に
定
め
る
解
雇
事
由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
最
終
的
に
は
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
と
し
て
規
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

　
就
業
規
則
に
定
め
る
解
雇
事
由
に
「
漏
れ
」
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
解
雇
事
由
を
概
括
的
に
定
め
た
規
定

が
必
要
に
な
る
。
そ
の
際
、
解
雇
に
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
を
法
律
上
要
求
さ
れ
な
い
（
労
働
契
約
法
一
七
条
一
項
の
反
対
解
釈
）

労
働
契
約
に
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
就
業
規
則
で
あ
っ
て
も
、
解
雇
権
濫
用
法
理
（
同
法
一
六
条
）
が
す
っ
か
り

身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
せ
い
か
、
こ
れ
を
右
の
四
七
条
一
項
八
号
に
あ
る
よ
う
に
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に

就
業
規
則
の
作
成
担
当
者
が
疑
問
を
持
た
な
い  
 

。
こ
う
し
た
現
実
が
た
し
か
に
あ
る
。

　
ま
た
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
就
業
規
則
に
つ
い
て
は
、
解
雇
事
由
を
概
括
的
に
定
め
る
規
定
を
「
そ
の
他
前

各
号
に
準
ず
る
事
由
が
あ
っ
た
と
き
」
と
仮
に
書
き
換
え
た
と
し
て
も
、
契
約
期
間
の
定
め
の
有
無
に
よ
っ
て
、
就
業
規
則
に
定
め
る

具
体
的
な
解
雇
事
由
を
実
際
に
書
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
一
方
に
は
存
在
す
る  
 

。

　
さ
ら
に
、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」（
民
法
六
二
八
条
）
や
「
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
」（
労
働
基
準
法
二
〇
条
一
項
但
書
）

が
あ
れ
ば
、
法
律
上
は
即
時
解
雇
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
規
則
上
は
即
時
解
雇
を
懲
戒
解
雇
の
場
合
、
つ
ま
り
企
業

秩
序
に
違
反
す
る
重
大
な
非
違
行
為
に
、
そ
の
対
象
を
限
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
実
務
上
の
問
題
も
あ
る  
 

。
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な
お
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
場
合
、
こ
れ
を
使
用
者
が
中
途
解
約
す
る
に
は
、
民
法
六
二
八
条
の
定
め
に
よ
り
一
般
に

「
期
間
満
了
を
待
つ
こ
と
な
く
直
ち
に
雇
用
を
終
了
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
特
別
の
重
大
な
事
由
」
が
必
要
と
は
い
う
が  
 

、
使
用
者

が
期
待
し
、
か
つ
期
待
で
き
る
も
の
は

─
懲
戒
解
雇
の
場
合
を
除
け
ば

─
即
時
解
雇
で
は
な
い
。

　
就
業
規
則
に
解
雇
事
由
を
苦
労
し
て
定
め
て
も
、
契
約
期
間
中
の
解
雇
と
い
う
だ
け
で
、
裁
判
に
な
れ
ば
、
い
と
も
簡
単
に
解
雇
が

無
効
と
さ
れ
て
し
ま
う  
 

。
そ
う
し
た
現
状
に
本
当
に
問
題
は
な
い
の
か
。
解
雇
規
制
に
は
副
作
用
が
と
も
な
う  
 

だ
け
に
、
冷
静
な
検
討

が
必
要
と
い
え
よ
う
。

　
他
方
、
労
働
契
約
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
労
働
者
に
よ
る
中
途
解
約
に
つ
い
て
も
、
本
来
は
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」

が
必
要
に
な
る
（
民
法
六
二
八
条
）。
し
か
し
、
現
実
に
は
契
約
期
間
中
と
い
え
ど
も
、
労
働
者
に
よ
る
自
己
都
合
退
職
を
防
止
す
る
術

を
使
用
者
は
持
た
な
い
。

　
こ
う
し
た
自
己
都
合
退
職
に
つ
い
て
、
仮
に
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
必
要
と
就
業
規
則
に
規
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
空
文
化

は
避
け
ら
れ
な
い  
 

。
強
制
労
働
の
禁
止
（
憲
法
一
八
条
、
労
働
基
準
法
五
条
）
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、「
為
す
債
務
」
と
し
て
の

労
務
提
供
債
務
の
性
格
か
ら
い
っ
て
も
、
辞
め
た
い
と
い
う
者
を
無
理
矢
理
働
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
契
約
期
間
中
の
自
己
都
合
退
職
に
は
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
必
要
と
就
業
規
則
に
規
定
し
た
場
合
、
同
時
に

予
告
期
間
の
定
め
を
置
く
こ
と
は
可
能
か
（
民
法
六
二
八
条
は
「
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
直
ち
に
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
）
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る  
 

。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
就
業
規
則
に
解
雇
・
退
職
の
事
由
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
か
と
い
う
実
務
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
民
法
も

労
働
契
約
法
も
、
そ
の
手
が
か
り
を
一
切
与
え
て
く
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
契
約
の
内
容
は
就
業
規
則
で

決
ま
る
と
い
う
現
実
は
変
わ
ら
な
い
。
現
場
の
実
務
担
当
者
は
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
１
）　
小
嶌
『
職
場
の
法
律
は
小
説
よ
り
奇
な
り
』（
講
談
社
、
平
成
二
一
年
）
一
三
二
頁
も
、
こ
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

（
２
）　
た
だ
し
、
そ
の
理
由
づ
け
と
し
て
は
、
民
法
六
二
八
条
で
は
な
く
、
解
雇
を
無
効
と
し
た
上
で
、
民
法
五
三
六
条
二
項
に
よ
り
残
存
期
間

中
の
賃
金
請
求
権
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
認
め
る
の
が
、
通
常
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
間
満
了
を
理
由
と
す
る
雇
止
め
が

予
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
雇
止
め
さ
え
無
効
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
本
案
訴
訟
の
場
合
、
労
働
契
約
上
の
権
利
を

有
す
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
判
決
確
定
ま
で
の
賃
金
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
つ
き
、
仮
処
分
事
件
で

は
あ
る
が
、
安
川
電
機
八
幡
工
場
（
パ
ー
ト
解
雇
）
事
件
＝
福
岡
高
決
平
成
一
四
・
九
一
八
労
判
八
四
〇
号
五
二
頁
を
参
照
。

（
３
）　
以
下
、
引
用
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
四
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
九
年
）
四

八
四
─
四
八
六
頁
に
よ
る
。

（
４
）　
以
下
、
引
用
は
、
前
掲
（
注
３
）『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
四
』
四
八
七
─
四
八
八
頁
に
よ
る
。

（
５
）　
井
上
操
『
民
法
詳
解
』（
寶
文
舘
、
明
治
二
五
年
）
八
二
六
─
八
二
七
頁
。
な
お
、
以
下
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
代
表
的
な
民
法
の
テ

キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
本
書
を
含
め
、
す
べ
て
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
所
蔵
文
献
を
活
用
し
て
い
る
。

（
６
）　
井
上
・
前
掲
書
（
注
５
）
八
二
四
─
八
二
五
頁
。

（
７
）　
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
』
巻
之
三
債
権
篇
（
和
佛
法
律
学
校
／
明
法
堂
、
明
治
三
〇
年
）
六
九
六
頁
。

（
８
）　
横
田
秀
雄
『
債
権
各
論
』（
清
水
書
店
、
明
治
四
五
年
）
五
六
五
─
五
六
六
頁
。
な
お
、
同
『
債
権
法
各
論
』
第
四
版
（
巌
松
堂
書
店
、
大

正
一
三
年
）
二
八
六
頁
も
ほ
ぼ
同
旨
。

（
９
）　
末
弘
厳
太
郎
『
債
権
各
論
』
第
四
版
（
有
斐
閣
、
大
正
八
年
）
六
八
四
─
六
八
五
頁
。

（
　
）　
鳩
山
秀
夫
『
増
訂
　
日
本
債
権
法
各
論
』
下
巻
（
岩
波
書
店
、
大
正
一
三
年
）
五
五
三
─
五
五
四
頁
。

１０
（
　
）　
末
弘
厳
太
郎
「
雇
用

─
団
体
的
怠
業
は
即
時
解
雇
の
原
因
と
な
る
か
」
法
協
四
一
巻
四
号
七
三
一
─
七
四
〇
頁
を
参
照
。
以
下
の
引
用

１１も
、
こ
れ
に
よ
る
。

（
　
）　
な
お
、
鳩
山
・
前
掲
書
（
注
　
）
五
五
五
頁
も
、「
末
弘
氏
ノ
言
フ
ガ
如
ク
此
ノ
場
合
ニ
ハ
普
通
ノ
債
務
不
履
行
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
五

１２

１０

四
一
条
ニ
依
リ
相
当
ノ
期
間
ヲ
定
メ
テ
催
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
告
知
ノ
要
件
ト
ス
ル
ヲ
正
当
ト
ス
」
と
し
て
い
る
。

（
　
）　
労
働
者
の
「
能
力
不
足
」（poor

perform
ance

            
    
）
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
、
解
雇
の
代
表
的
な
正
当
事
由
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
た

１３と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
小
嶌
「
雇
用
問
題
を
め
ぐ
る
日
英
比
較

─
定
年
制
の
廃
止
と
解
雇
の
自
由
」『
旬
刊
経
理
情
報
』
一
二
七
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七
号
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
号
）
一
頁
を
参
照
）
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
戦
後
こ
の
よ
う
な
労
働
者
側
の
事
情

が
「
債
務
不
履
行
」
と
し
て
認
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
　
）　
小
嶌
・
前
掲
書
（
注
１
）
九
〇
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
「
不
備
な
解
雇
事
由
や
、
限
定
的
に
解
釈
す
る
に
は
構
成
要
件
が
あ
い

１４ま
い
な
表
現
を
多
く
含
む
就
業
規
則
が
非
常
に
多
い
」
こ
と
か
ら
、
実
務
上
は
例
示
列
挙
と
い
う
考
え
方
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
も
い
う
。

渡
辺
弘
『
労
働
関
係
訴
訟
』（
青
林
書
院
、
平
成
二
二
年
）
一
四
頁
を
参
照
。

（
　
）　
小
嶌
・
前
掲
書
（
注
１
）
八
七
頁
以
下
「
コ
ピ
ー
で
き
な
い
就
業
規
則
モ
デ
ル
」
を
参
照
。

１５
（
　
）　
小
嶌
「
解
雇
法
理
の
オ
ー
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
」
野
田
進
ほ
か
編
『
解
雇
と
退
職
の
法
務
』（
商
事
法
務
、
平
成
二
三
年
六
月
）
所
収
予
定
を

１６参
照
。

（
　
）　
筆
者
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
阪
大
学
教
職
員
就
業
規
則
二
一
条
一
項
五
号
は
、「
経
営
上
又
は
業
務
上
や
む
を
得

１７な
い
事
由
に
よ
る
と
き
」
を
解
雇
事
由
の
一
つ
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
う
定
め
る
に
当
た
っ
て
、
民
法
六
二
八
条
と
の
関
係
を
意
識
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
　
）　
筆
者
の
現
場
経
験
か
ら
い
う
と
、
期
間
の
定
め
の
有
無
に
よ
っ
て
、
就
業
規
則
に
定
め
る
具
体
的
な
解
雇
事
由
を
書
き
分
け
る
こ
と
は
、

１８不
可
能
に
近
い
。
使
用
者
が
雇
用
関
係
を
維
持
し
難
い
と
考
え
る
者
の
範
囲
が
、
契
約
期
間
の
定
め
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
っ
た
状
況

は
、
そ
も
そ
も
想
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
有
期
契
約
労
働
者
の
場
合
、
使
用
者
が
雇
用
関
係
を
維
持
し
難
い
と
考
え
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
解
雇
が
無
効
と
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
契
約
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
待
つ
（
解
雇
に
代
え
て
雇
止
め
を
行
う
）
と
い
う

こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
大
阪
大
学
任
期
付
教
職
員
就
業
規
則
に
お
い
て
は
、
労
働
契
約
を
更
新

し
な
い
事
由
と
解
雇
事
由
と
を
基
本
的
に
異
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
定
め
て
い
る
（
一
七
条
一
項
を
参
照
。
た
だ
し
、
二
条
二
項
た
だ
し
書
で

「
そ
の
業
務
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
き
」
も
更
新
し
な
い
事
由
と
し
て
規
定
）
が
、
そ
の
結
果
、
解
雇
と
雇
止
め
の
違
い
が
曖
昧
に
な
る
と

い
っ
た
問
題
も
か
か
え
て
い
る
。

（
　
）　
就
業
規
則
に
は
、
懲
戒
解
雇
規
定
と
即
時
解
雇
規
定
（
解
雇
予
告
の
除
外
規
定
）
が
通
常
一
体
の
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。
就
業
規
則

１９を
適
用
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
側
に
と
っ
て
も
、
そ
う
す
る
こ
と
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

両
者
を
切
り
離
し
て
規
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
（
た
と
え
ば
、
労
働
基
準
法
二
〇
条
一
項
但
書
に
い
う
「
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
き

事
由
」
は
、
企
業
秩
序
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
必
ず
し
も
要
し
な
い
）
が
、
実
務
上
は
困
難
と
い
え
る
。

労働法とその周辺（四）
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（
　
）　
菅
野
和
夫
『
労
働
法
』
第
九
版
（
弘
文
堂
、
平
成
二
二
年
）
一
九
四
頁
を
参
照
。
な
お
、
前
掲
（
注
２
）
の
安
川
電
機
八
幡
工
場
事
件
の

２０福
岡
高
裁
決
定
を
併
せ
参
照
。

（
　
）　
た
と
え
ば
、
最
近
の
例
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ラ
イ
ン
事
件
＝
宇
都
宮
地
栃
木
支
決
平
成
二
一
・
四
・
二
八
労
判
九
八
二
号
五
頁
、
ワ
ー
ク

２１プ
ラ
イ
ズ
事
件
＝
福
井
地
決
平
成
二
一
・
七
・
二
三
労
判
九
八
四
号
八
八
頁
、
お
よ
び
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
件
＝
津
地
判
平
成
二
二
・
一
一
・

五
労
判
一
〇
一
六
号
五
頁
を
参
照
。

（
　
）　
た
と
え
ば
、
前
掲
（
注
　
）
の
事
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
会
社
と
の
契
約
期
間
を
六
か
月
ま
た
は
一
年
と
す
る
労
働
契
約
の
中
途
解
約
と

２２

２１

か
か
わ
る
事
件
で
あ
っ
た
が
、
解
雇
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
労
働
契
約
法
一
七
条
二
項
の
規
定
と
は
逆
に
、
企
業
は

リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
契
約
期
間
を
短
く
す
る
方
向
に
動
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

（
　
）　
た
と
え
ば
、
大
阪
大
学
非
常
勤
職
員
（
短
時
間
勤
務
職
員
）
就
業
規
則
一
五
条
は
「
職
員
が
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
労
働
契
約
の
期

２３間
の
満
了
を
待
た
ず
に
退
職
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
退
職
を
予
定
す
る
日
の
一
四
日
前
ま
で
に
退
職
願
を
大
学
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
大
学
が
特
に
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
当
該
就
業
規
則
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
大
半
を
占

め
る
事
務
補
佐
員
の
場
合
、
退
職
者
の
四
割
な
い
し
五
割
が
こ
の
よ
う
な
期
間
途
中
の
退
職
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
こ
う
し
た
事
情
が
あ
る
た
め
か
、
非
常
勤
職
員
の
契
約
期
間
内
に
お
け
る
自
己
都
合
退
職
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
事
由
を
問
わ
な

い
国
立
大
学
法
人
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
　
）　
民
法
六
二
八
条
が
強
行
法
規
で
あ
る
と
の
見
解
に
立
て
ば
、
こ
の
よ
う
な
予
告
期
間
の
定
め
は
無
効
と
な
る
（
末
弘
・
前
掲
書
（
注
９
）
六

２４八
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
同
条
を
強
行
法
規
と
解
す
る
点
に
お
い
て
は
、
鳩
山
・
前
掲
書
（
注
　
）
五
五
四
頁
も
同
じ
）。
し
か
し
、
仮
に
民
法

１０

六
二
八
条
が
強
行
法
規
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
己
都
合
退
職
の
現
状
が
前
掲
（
注
　
）
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
予
告
期
間
の
定

２３

め
を
無
効
と
ま
で
い
う
必
要
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
大
多
数
の
国
立
大
学
法
人
は
、
非
常
勤
職
員
の
契
約
期
間
内
に
お
け
る
自
己
都
合

退
職
に
つ
い
て
も
一
四
日
か
ら
三
〇
日
の
予
告
期
間
を
設
け
る
一
方
で
、
退
職
事
由
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
に
限
定

し
な
い
と
い
う
、
民
法
六
二
八
条
を
無
視
す
る
に
等
し
い
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
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